
決 算 報 告 書

平成２７年度

第２期事業年度

自　平成２７年 ４月　１日

至　平成２８年 ３月３１日

公立大学法人長岡造形大学



公立大学法人　長岡造形大学

（単位：千円）

予算額 決算額
差額

（決算-予算）
備考

収入

運営費交付金 775,320 750,916 △ 24,404 (注１)

自己収入 640,073 646,040 5,967

授業料及び入学金検定料収入 603,360 606,078 2,718 (注２)

雑収入 36,713 39,961 3,248 (注３)

受託研究等収入 4,000 12,108 8,108 (注４)

寄附金収入 5,000 5,600 600 (注５)

承継資金財源 217,541 173,818 △ 43,722 (注６)

1,641,934 1,588,483 △ 53,450

支出

業務費 1,354,855 1,333,034 △ 21,820

教育研究経費 461,501 429,120 △ 32,380 (注７)

人件費 893,354 903,913 10,559 (注８)

一般管理費 283,079 257,262 △ 25,816 (注９)

受託研究費等 4,000 10,705 6,705 (注10)

1,641,934 1,601,001 △ 40,932

●　表示単位について

●　予算額と決算額の差異について

(注２)　受験者及び入学者の増加により、2,718千円増加しました。

(注３)　財産貸付料、手数料等の増加により、3,248千円増加しました。

(注４)　地域協創センターの受託研究14件等の実施により、8,108千円増加しました。

(注５)　3件の寄附金を受領したことにより、600千円増加しました。

(注６)　業務費及び一般管理費の決算額が減少したことに伴い、43,722千円減少しました。

(注７)　履修者数に応じた授業経費の再見積り、冷暖房費の低下等により、32,380千円減少
　　　しました。

(注８)　教職員の体制強化に伴い、10,559千円増加しました。

(注９)　入札による契約額の減少、冷暖房費の低下等により、25,816千円減少しました。

(注10)　地域協創センターの受託研究14件等の実施により、6,705千円増加しました。

(注１)　算出基礎となる基準財政需要額算定単価及び学生数の確定により、24,404千円減少
　　　しました。
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　表中の金額は、千円未満を切り捨てて表示しています。
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